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つくったり、長期にわたり個人的動機のもと風景や人物を定点観測的に撮影している作品もある。あるい
は、時に、仕事（生業）として撮影した作品がその用途、目的の範疇を越えて写り込む「なにか」に作者本
人を立ち竦ませることもある。論文は筆者である新津保健秀自らが長年にわたり日々世界を見留める道具と
して扱ってきた写真、その構造、その意味への問いかけ、思索、試行の経緯が体験的トピックや事象ととも
に精緻に記されていて史料的にも読めるものともなっている。世界の似姿を再現するというその一つの役割
を写真が発明される前に絵画が担っていたことへの歴史的事実に遡行しつつ、見ること、見えるものの依然
として置き去りにされ、あるいはその都度歴史の中で繰り返されて来た私たちの視覚と世界の関係について
の比較考察も興味深い。写真術は十代の頃からほとんど独学で学び、それ故に一つことに捉われることなく
自在なスタンスで様々な領野を横断的に世界を見てきた筆者ならではの視点と経験がよく反映された論文で
ある。作品は単体と組み作品による５部からなる構成だが、作品そのものの質はいずれも高く、撮られた人
物、風景は対象の意味を超えて光が可視されたモノ（コト）になり得ており、点数、サイズこそ量はない
が、抑制が効いて緊張感ある展示となっていた。別室での最終試験では審査員から写真のサイズまたはトリ
ミングについての質問があった。同じ被写体の写真を展示の時と雑誌に掲載される場合、サイズを違えるは
なぜか、という質問に対して作者（筆者）は“例えば、本のような手に取ってページをめくるような動きを
伴う関係性の中で、開いて見えて来るものと綴じた後に見憶えた、あるいは見忘れるイメージに対して、展
示され正面で向き合う関係の中で見えるものは違うのでその違いがサイズやトリミング、マウントの仕方を
決定する（書籍の場合は大体のサイズ感も含めて）”と答えた。この質疑応答は彼の作品と制作が正に”往還
する風景“（個人⇔社会）の中で実践されていることを明かしている。審査員は論文と作品について慎重かつ
厳正に審査審議を重ねた結果、非常に優れて質の高いものと評価し、新津保健秀を博士学位を取得するに充
分であると全員が認めこれを合格と判定した。 
 
 
